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アメリカ人は金髪がお好き? :
Pauline Hopkins, Of One Blood
における間テクスト性
森　本　奈　理
Ⅰ :はじめに
この論考では, Pauline Hopkinsという黒人女性作家の雑誌連載小説Of
One Blood (1902-03)を扱う｡黒人文学史において, WilliamWells Brown,
Frank Webb, Martin Delany, Hamlet Jacobs, Hamlet Wilsonらが活躍した
1850-60年代を第1期とし, bngston Hughes, Zora Neale Hurston,
Claude McKay, Jean Toomerらが活躍した(Harlem Renaissanceと評さ
れる)1920-30年代を第2期とすると,それらの谷間に位置するのが, Hop-
kins, Charles Chesnuttといった作家である.これらの作家たちのなかで,
私が心を惹かれるのは,どういうわけか,この谷間の世代であり,このこ
とを突き詰めて考えてみると,谷間の世代の作品には, ｢アフリカ系アメ
リカ人｣としての立ち位置の｢ゆらぎ｣がはるかに強く刻印されている点
に,私が惹かれているのだと気づいた｡したがって,ここでは,この｢ゆ
らぎ｣を分析することになるのだが, HopkinSがいかに自己主張をし,そ
うしつつも自己反省をテクストに書きこんでいたのか,という点について
明らかにしていくものとする｡
Of One Bloodはあまり有名なテクストではないので,そのあらすじを
紹介することから始めたい｡小説全体は2つの部分から成り,前半はアメ
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リカのBoston,後半はアフリカのMeroeが舞台になっている｡ Reuel
BriggsはH打Vardの医学生であるが,彼の能力に見合う職が得られず,
貧乏に苦しんでいる｡自身がくすぶっている理由として, Reuelはまず｢お
金｣がないこと,次に容貌が月並みであることを挙げているが,実は彼が
｢白人のふりをしている(passing)｣黒人であることが最も大きな理由で
ある｡対照的に, Reuelにとっての唯一の友人Aubrey uvingstonは,南
部貴族階級の出身であり, ｢お金｣はいうまでもなく,金髪碧眼のうるわ
しい見目までも持っている｡ Reuelが自室にこもって自殺を考えていると,
ある｢顔｣の幻影が現れる｡そこにやってきたAubreyに誘われて, Reuel
はFisk Jubilee singersのコンサートを聴きに行くが,その｢顔｣と瓜二
つの素晴らしい見目と歌声を持つ混血女性Dian也e Luskを目の当たりに
する｡後に, Reuelらは幽霊屋敷で｢肝だめし｣をするが, Reuelはその
最中に,助けを求めるDian也eに出くわす｡この遭遇も幻であるのだが,
次の日, Reuelが勤務する病院に仮死状態のDian仇eが選びこまれてくる｡
Reuelは卓越した｢催眠術師(mesmerist)｣であり, Di弧也eの仮死状態
が催眠術によるものであったことを見破った彼は, ｢動物磁気(animalmag-
ne也sm)｣理論に基づいた治療を施すことで,彼女を蘇生させることに成
功する｡ ReuelはDian也eとの結婚に希望を見出そうとするのだが,自分
に｢お金｣がない以上,彼女を幸せにすることができないことに苦悩し,
ついに友人Aubreyに相談を持ちかける｡ Aubreyは,高額な報酬が約束
されている｢アフリカ遠征隊｣に加わるようにアドバイスし, Reuelもそ
れに従う｡ここまでが前半部である｡
後半は,イギリス人Professor Stoneを首長とする｢アフリカ遠征隊｣
がMeroeの｢古代帝国｣の遺跡を調査発掘するのであるが,同時に, Reuel
の留守中にDian仇eを自分のものにせんというAubreyの陰謀が明らかに
なっていく｡隊には, Reuelの他,黒人の世話係Jim Titusが加わってい
るのだが, JimはAubreyの手先であり, Reuelのもとにアメリカから送
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られてくる手紙を差し止めることで,情報統制を行っている｡ Reuelは愛
するDian血eが死んだとのデマを信じてしまい,やけになって自殺のため
にピラミッドに出かける｡そこでたまたま｢地下都市(hiddencibr)｣Telas-
sarへの入口を見つけたReuelは,自分が｢古代帝国｣の皇帝の未南であ
ることを知る｡ Reuelの友人Charlie Vanceと悪党JimはReuelの捜索に
乗り出すが,古代人によって泣致され幽閉されてしまう｡ 2人は脱出を試
みる際に金銀財宝を見つけるが,欲張ったJimが｢パンドラの箱｣を開け
てしまい,蛇の大群に襲われてしまう｡瀕死のJimは,騒ぎを聞きつけて
やって来たReuelに真実を告げる｡ ReuelとDian血eは兄妹であり, Aubrey
の欲望にさらされているDian血eが危ない,と｡その頃,アメリカでは,
DiantheがReuel, Aubreyともに兄弟であることを知り, ｢近親相姦(in-
cest)｣を避けるために, Aubreyを毒殺しようとする｡ Dian血eの企みに
気づいたAubreyは,彼女自身がそれを飲むように迫り, Dian血eはそれ
を飲んで死ぬ｡復讐のためにアメリカに帰国したReuelはAubreyに催眠
術をかけ,その暗示通りにAubreyは溺死する｡
Ⅱ. ｢アフリカ｣系アメリカ人としてのHopkinsの｢洞察｣
Of One Bloodは世紀に変わり目に書かれたテクストであるにもかかわ
らず,むしろ, 19世紀中ごろの響きがある,とある研究者が指摘している
1)
が,私もまったくそのように感じてしまう｡というのは,この作品でHop-
kinsは, mesmerism, Egyptologyといった,主に19世紀中ごろに流行った
2つの｢言説｣を,自己流に焼き直しているからである｡ Hopkinsは, mes一
merismをWilliamJamesの｢心理学｣に, EgyptologyをEthiopianismに
2)
接続することで,これらをさらにradicalなものに仕上げている｡
Hopkinsは,本文でNathaniel Hawthorneの名前を出しているが, mes-
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merismに関する情報の最良のものを提供してくれるのが,彼の771eHouse
of the Seven Gables (1851)である｡これによると, mesmerismは銀板写
真術と並んで,当時最新の科学テクノロジーであり,これらはともに,人
間の肉眼では見ることのできない,精神の奥底に隠されたものを明るみに
することができる｡これにより,社会から排除されているものに｢声｣を
与え社会に回帰させることができると当時の革新思想家たちは捉えていた
のだが, Hawthomeは,結局, (霊媒となる)かよわき女性を食い物にす
る,というmesmerismのネガティブな側面を強調し,男性主人公Holgrave
は,銀板写真術と並んでこれを放棄することで,物語はハッピーエンドを
3)
迎える｡とりわけ,フェミニズムや奴隷制廃止論のような革新思想とmes-
merismの結びつきは,この後の小説The Bliihedale Romance (1852)で
批判される｡ Hopkinsは,黒人女性という｢被害者のなかの被害者｣とい
う立場にあっただけに,当然,革新思想家の流れにあり, mesmerismの
4)
ポジティブな可能性を,極限にまでおし進めている｡要するに, mesmerism
の流行期に, Jacksonian Democracyなるスローガンにて｢市民的自由｣
を享受していたのは白人男性に限られ,白人女性･黒人両性については,
そのような自由を持たない｢社会的には死んだ存在｣であり,比倫的に言
えば, mesmerismはこのような死者を復活させることができるとされた
のだが, Hopkinsは, ｢オカルトにも一片の真実がある｣というJamesの
思想をヒントに, mesmerismが文字通りにも死者を復活させることがで
きると,まずOfOneBloodの前半部で主張しているのである｡
このmesmerismと同時期に流行ったEgyptologyに関しては, John T.
Irwinによる,簡便なまとめを活用したい｡ナポレオンのエジプト遠征時
に発見されたRose仕a Stoneを手がかりに,それまでは解読不能とされて
きたhieroglyphが, Jean-Frangois Champollionの手によって, 1822年に
解読されたことにより,アメリカでは｢エジプト･ブーム｣の嵐が吹き荒
れる｡まずはBostonでブームが始まり,民間には, CharlesWilson Peale,
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P. T. Bamumらによって,ミイラをはじめとするエジプトの文物が紹介
5)
された｡学界では, hieroglyphの解読をめぐって2つの見解の相違があり,
｢科学派｣は, hieroglyphといえども,その｢シニフイアン｣と｢シニフ
イエ｣の関係はarbitrary, Conventionalなものであり, ｢科学のメス｣によ
っていかなる謎も解明することができると主張する一方で, ｢形而上派｣
は, hieroglyphの｢シニフイアン｣と｢シニフイエ｣の間には,人知では
計り知れないna山ralなものがあるといい,世界には解明不可能な謎があ
る,と主張した｡そして, HawLhome, Heman Melvilleのような作家は,
｢形而上派｣と同じ思考を共有していた,というのがIrwinの主張であり,
私もこの主張に賛成する(3-14)｡
Hopkinsは,このような｢エジプト･ブーム｣を念頭におきながら,文
明の発祥地としての地位を,エジプトではなく,さらにそこからナイル川
をさかのぼったエチオピアに設定する｡ナイル川上流の都市Meroeは,
アフリカ東西･南北交流の一大集積地であり,大陸中から金銀宝石が流れ
込み,その地下都市Telassarには,空前絶後の先進文明が築きあげられ
ている,ということである｡そこでは,アメリカとは違って, ｢黒い皮膚｣
こそが崇拝の対象になのである｡
ここまでの記述で分かることだと思うが, OfOne Bloodはほとんどsci-
ence丘ctionといってもよく,同時代の白人男性作家がめざした, realism,
naturalism的な物語作法からすれば,完全に破綻してしまっているテクス
トである｡ここからは,構成において全くリアルでないテクストから,リ
アルな｢言説｣を読み取りたいのだが,そうするにあたって, intertex山aL
ib,という概念をよりどころとしたい.まず,適時的なそれとしては,
MelvilleのPiem;or, 77w Ambiguities (1852)を,共時的なそれとしては,
6)
Frank NomiSのMcTeague (1899)を念頭におくものとする｡すなわち,
PiemはHopkinsが意識的にそれへの反応を書き記していったテクスト,
McTeagueについてはほとんど無意識的にそれへの反応を書いてしまった
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テクストだと言い換えることができる｡
Of One Bloodを普くにあたって, HopkinsがPiemを意識していたと
いうのは,双方の物語が｢謎の顔へのオブセッション｣｢近親相姦(Beatrice
Cenciへの言及も含む)｣ ｢服毒自殺｣というキーワードの順に進んでいく
ことから判断して,自明のことだと思われる｡そこで,まずは, Hopkins
自身の物語ではなく, HopkinsがPierreをどのように読んだのか,という
｢推測｣から論を始めていきたい｡
HopkinsのOfOneBloodは,言うまでもなく, ｢人種｣を問題にしたテ
クストである｡したがって,彼女がPierreに｢人種｣的なメッセージを
読み取っていただろうということは想像に難くない.要するに, Hopkins
の観点からすれば, Pierreは｢人種問題｣に真っ向から取り組んだテクス
トなのである｡そして,結論を先取りすると,彼女はそこに｢アメリカの
人種的ヒステリー｣を読み取っていたのである｡ ｢アメリカの人種的ヒス
テリー｣とは,人類普遍のタブーである｢近親相姦｣よりも,白人と黒人
が性的関係を持つ｢異人種混交(amalgamadon, miscegenation)｣のほう
が,はるかに重大なタブーである,というものである｡すなわち,アメリ
カにおいでは, ｢異人種混交｣以上に重大なタブーは存在しない,という
のがこのヒステリーの内実であるoそして, Hopkinsは,このヒステリー
を｢脱構築｣するために, OfOneBloodを書いたのだ.
それでは, Pierreの分析に移ろう｡この小説は,主人公Pierre Glendinning
が牧歌的な理想状態で生活を送っているという記述で始まる｡貴族の青年
Pie汀eは,見目うるわしく,芸術的才能にも恵まれ,荘園領主の唯一の跡
取り息子として金銭に全く不自由することなく暮しているのみならず,彼
には金髪碧眼の,天使のようにうるわしいLucy TaTtanという許婚までい
る｡ある日, Pierreは母Maryと一緒に,近所の篤志家を訪ねるが,彼が
敷居をまたぐやいなや,女の驚博した声を聞きつける｡この叫び声が気に
なって仕方がないPierreは,問題の女を探り当てるが,女の｢黒髪のま
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とわりついたオリーブ色の肌をした顔｣を見た瞬間から,この顔の残像が
彼の頭がどうしても離れなくなってしまう｡女の正体を知りたくてうずう
ずしているPie汀eのもとに,女からの手紙が届き,そこには,彼女がIsabel
Banfbrdという, Pierreと共通の父のもとに生まれた,腹違いの姉であり,
嫡出子の彼とは違って,正当な認知を受けないみじめな人生を送ってきた
ことが明らかにされていた｡ PierreはIsabelを訪ねるが,彼女の話と,そ
の言葉足らずを補うギターの音色から, Glendinning家の｢もう1つの歴
史｣ ｢隠された歴史(hidden history)｣を知ることになる｡どうやら父は
Ma町との結婚前に,外国からやってきた女性と愛を育んでいたらしい｡
正義感に燃えるPie汀eは, ｢父の犯した罪｣を恥じる思いと,同時に彼の
母の尊厳を保持してやりたいという思いの板挟みになりながら,唯一の解
決策として, Isabelとの偽装結婚を思いつく｡しかし,彼の結婚相手がIs-
abelという｢得体のしれない｣女であることを勘付いた母はPie汀eを勘
当し,彼はIsabelと暮らすために都会へと足を向ける｡都会では,これ
までと打って変わって, Pierreは金銭に不自由しながら,著述業で身を立
てようとするが,そこに婚約破棄のショックから立ち直ったLucyがやっ
てくる｡ Pierreは, Lucyに想いを寄せる性悪のいとこGlen Stanlyとのい
ざこざから彼を銃殺してしまい,牢獄に収監される｡ Isabel, Lucyは接見
にやってくるが,そこで, Pie汀e, Isabelが姉弟であることを知ったLucy
は気絶してしまい, Pierre, Isabelは服毒自殺をする｡
Piemは世に知られた傑作であるが,テクスト自体が長く複雑な展開に
なっているので,ここでの論に沿った形であらすじを述べてみた｡研究者
としてではなく,ただの一文学愛好者として思うのは,この作品が傑作で
あることは疑うべくもないが,それでも,一度はPie汀eに捨てられたLucy
が彼と同居をするために,周囲の諌めをかたくななまでに振り切って,那
会にやってくるエピソードには, ｢とってつけた｣強引さがある,という
ことである｡それだけにいっそう, hlCyの存在は, (ここで明らかにする)
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Pierreというテクストの｢隠されたメッセージ｣を効果的なものにするた
めに,作者Melvilleによって特別に要請されたものであると勘繰りたくも
なるだろう｡要するに, Pierreというテクストを読み解くためには, Pierre,
Isabel, Lucyの三角関係を徹底的に精査する必要があるのだ｡
この三角関係を分析するためには,それぞれのアイデンティティーをき
ちんと定めておかなければならない｡前述したように,ここでは, Pierre
の｢人種｣的メッセージを読み解いていくつもりなので,とりあえずは, 3
者の｢人種｣的アイデンティティーにのみチェックをいれておけばよいだ
ろう｡すなわち, Pierre,Isabel,Lucyは｢白人｣なのか,あるいは｢黒人｣
なのかを決定しなければならない,ということである｡彼らのうち, ｢パ
ストラル｣の住民であるPierre, Lucyについては,容易くそれを決めるこ
とができる｡ Pierreの先祖はイギリスからやってきた貴族, Lucyのそれ
はウェールズからやってきた貴族であることからして,まちがいなく｢白
人｣であると断定できる｡
対照的に,私生児としてこの世に生をうけたIsabelの｢人種｣的アイ
デンティティーは,彼女の｢顔｣こそが｢世界の不可思議性｣を象徴して
いるとIrwinが指摘するように, ｢謎｣めいている｡しかし, ｢人種｣的ア
イデンティティーに限っていえば,この｢顔｣にこそヒントが隠されてい
るのである｡ Isabelの顔において見逃すことのできない特徴として,まず
その肌の色を挙げておきたい｡テクストでは,彼女の肌の色は｢オリーブ
色｣だとされている: "Buther dark, olive cheek iswithout a blush, or sign
of any disquietude" (emphasis added 58)｡アメリカにおいて,白人･黒
人間の｢カラー･ライン｣を引く際に,一番やっかいなのが,黒人を祖先
に持つにもかかわらず,見た目は白人と変わらない｢混血｣の存在である
が,こうした場合に,最大の根拠になってきたのが｢肌の色｣である｡ Is-
abelのような｢オリーブ色の肌｣は,即座に｢アウト｣をコールされて
しまう可能性が極めて高いので,この情報だけでも,彼女を｢黒人｣にカ
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テゴライズしたくなるものである｡
これと同じように重要なのが, Isabelの髪である｡これについては,主
人公Pierre,ひいては作者Melvilleの｢オブセッション｣になっており,
数えきれないほどたくさん言及されている｡繰り返されているのは, Isabel
の髪が黒髪であり,それを見る者を抵抗し難く彼女に惹きつける妖しい｢何
か｣がその黒髪にはある,ということである:"【Isabel'S】 imense so氏
tresses of the jettiest hair had slantingly払llen over her as血ougha curtain
were half drawn from before some saint enshrined" (emphasis added 141).
このことを｢人種｣の文脈に置いてみると,髪の｢色｣ ｢形状｣といった
ものも,白人･黒人を決める際の手がかりであってきたので,黒髪だとい
うだけで人が黒人にカテゴライズされるわけではないが, Isabelの場合,
オリーブ色の肌をしていることから考えて,彼女に黒人の血が混じってい
る可能性をさらに高めうる証拠だと言える｡
さらに, Isabelが｢黒い瞳｣を持っていることも明らかにされている:
"[. ‥】 tell methe story of [Isabel'sHace, -the dayk-eyed, lusty10uS, implor-
ing, mournful face, that so mystically paled,and shrunk atthine" (emphasis
added46)｡これはLucyの発言であるが,ここで｢顔｣を形容するのに
用いられている語は全て,以前Pie汀e自身の口から出たものを,彼女が
艶鵡返しに使っているだけだと推察できる｡これらの形容詞のうち, ｢黒
い瞳｣を意味するdarkeyed以上に私をはっと驚かせたのは, lustrousと
いう語である｡文字通りには, ｢光沢(lustre)のある｣という意味である
が,ここには同時に｢性欲(lust)｣という単語が隠されている｡要する
に, Isabelの顔には,彼女自身の｢肉欲｣を指し示すものと,それを見る
者(Pierre)のそれを掻きたてる｢何か｣がある,と私は考えているので
ある｡
このことがとりわけ興味深いのは, Melvilleがこの小説を書いていた時
期が,まさに,自由州アメリカ｢北部｣において｢(主に下層階級の)自
238
人｣と｢黒人｣の間の｢カラー･ライン｣が形成されつつあった時期だっ
たことである｡この時期の北部は,近代工業｢国家｣として,工場制労働
の急激な進展を経験していたのであるが,そこでは,当然, ｢新しい労働
者｣の産出を目的とした,労働者の｢内面｣の統制が推し進められていた
のである｡ MaxWeberが言うところの, ｢ピューリタニズム的禁欲｣を旨
とした労働倫理が, (資本家だけではなく)労働者の側にも求められるよ
うになった時代なのである｡ ｢時は金なり｣というBenjamin Franklinの
モットーに則って,日曜日に大酒を飲んで,月曜日(いわゆる｢ブルー･
マンデー｣)は二日酔いとともに手抜き労働をする,という旧来型の自堕
7)
落な生活態度は,激しく非難すべき類いのものとされるようになった｡簡
単に言ってしまえば, ｢制度｣の側が,労働者の｢私生活｣にまで干渉を
してくる時代になったのだ｡したがって,こうした干渉を受け入れ, ｢禁
欲｣を身につけることができるかどうか,という点をめぐって,まずは｢カ
ラー･ライン｣が引かれることになったのである｡白人は禁欲できるが,
黒人はそうできない｡すなわち,白人は禁欲的で繁殖能力が高くない｢貴
重｣な人種であり,黒人は野獣であり,それだけいっそう性的能力に優れ,
多産である,というファンタジーがここに成立する｡
このファンタジーは, Isabelの存在それ自体に適用可能なのではないか｡
彼女は, Pierre, Lucyらの｢白人｣が失って久しい｢性的魅力｣をたたえ
ていたのではないか｡この文脈で注目に億するのは, Pie汀eのGlendinning
家の｢血統｣が断絶寸前の危機にあることが物語の冒頭で語られているこ
とである: "A powerfu1and populous血mi1y had by degrees run off into
也e female branches ; so that Pierre found himself surrounded by numer-
ous kinsmenand kinswomen, yet companioned by no surnamed male
Glendinning, butthe duplicate one renected to him in the mirror" (12).
Glendinning家のような｢貴族｣は,その閉鎖的な｢貴族性｣を保持する
ために,ごく近い血筋の者たちとの交配を繰り返してきたのであろうが,
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そうすることによって,時代の様々な変化を乗り切るに耐えるだけの頑強
な肉体と精神を生み出す｢遺伝子の組み換え｣には失敗し,繁殖力を急激
8)
に低下させたのであろう｡事実, Glendinning家は,残された最後の男性
尊属Pie汀eが,いとこのGlendinning Stanlyを殺害し,自殺することによ
って,完全にこの由緒正しさ｢血統｣を絶やしてしまうのである｡
Isabelの｢人種｣的アイデンティティーを決定するにあたって,最後に,
彼女の血筋を見ておこう｡父方については, Glendinning家なので,これ
以上述べるべきことはない｡母方については,謎であるが, Pie汀eのおば
の話から,ある程度の推理が可能である｡
At last, the friends of your father endeavored to dissuade him
fromvisiting these people so much; they were fea血1that as the
young lady was so very beaut血L and a li杖le inclined to be in-
triguing-so some said一一YOur father might be tempted to marry
her; which would not have been awise thing in him;for though
the young lady might have been very beautiful,and goodJhearted,
yet no one on this side of the water certainlyknew her history;
and she was aforeigner;and would not have made so suitable
and excellent a match for your father as your dearmother after-
ward did, my child. [‥.1 At any rate, he at last discontinued his
visits tothe emigrants;and it was afterthis that the young lady
disappeared. (92 - 93)
おばの話から, Pierreの父が｢フランスからの移民｣と交流があったこと,
その中の1人の女性と恋をしているという噂があったことが分かるのだが,
この女性がフランスにおいてどのような社会的地位を占めていたのかは謎
である｡移民たちは革命によって亡命せざるをえなかった貴族であった,
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とおばは語るが,どうもこの話はうさんくさい｡小説出版の1852年を,
Pie汀eが19才の現在だとすると,父はその7年前に死んでおり,フランス
革命の1789年に父が結婚可能な20才であったとすると,父は1769年生まれ
となり, 76才で死んだことになるが,これだとIsabelは50代半ばの中年
女性ということになってしまう｡おそらく,おばは歴史認識に乏しいため
に,誰かの作り話をまともに信じ込んでいるだけだと判断して差し支えな
いであろう｡要するに,件の女性は,フランス貴族でも何でもなく,他の
移民と同じく, ｢新世界｣での成功を求めて海を渡ってきた氏素性の知れ
ない人物であっただろう,ということだ｡
このことを最も雄弁に立証しているのが,上の引用でおばが言い淀んで
いる部分"a litde inclined to be intriguing-so some said"である｡おそ
らく,おばはこの女性に会ったことがなく,噂で聞き知ったことに基づい
て話をしているのだろうが,この言い方の｢まわりくどさ｣は,年端もい
かない子供Pie汀eに対して,そのままを伝えるわけにはいかない｢何か｣
を巧みにオブラー吊こくるみ,隠蔽してしまおうとしているように思われ
る｡他人の口からはもっとあけすけに語られたことから,おばなりに精一
杯｢毒｣を抜いた結果が, intriguingという形容詞なのだ｡そして, intrigu-
ingを文脈から文字通りに解釈すると, ｢性的魅力がある｣ということに
なるのだが,この語には同時にstrangeの意味もあり,この場合の｢彼女
にはどこかおかしなところがあった｣とは,リテラルな｢性的｣なニュア
ンスも勘案すると, ｢人種｣的な逸脱を意味するのではなかろうか｡ (先に
述べたように, ｢黒人｣ - ｢性的放縦｣という等号が,ここには存在して
いる｡)おばに話を持ちかけた人は,そしておそらくはPie汀eの父も, Isa-
belの母に｢黒人｣の血が混ざっていることを十分に認識していたのでは
ないだろうか｡このように考えると,愛し合う2人が,なぜ別れなければ
ならなかったのか,納得ができるように思う｡問題の女性はIsabelを妊
娠したのだが,異人種間での結婚はあり得ない｡ Isabelを育てるためには,
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女性は人知れず赤ん坊を産み,貴族男性は｢共同体｣の枠内に収まり,陰
ながら経済的援助をするのが,ベストの方策だと言えよう｡
他にも, Isabelの奏でる｢魂｣に訴えかけてくる｢ギター｣をはじめ,
｢人種｣の文脈で問題にしたいトピックがPiemにはまだまだたくさんあ
るのだが,そろそろ先を急ごうと思う｡以上の理由で,私は一読してIsabel
が｢混血｣であること,当時のアメリカの人種区分によれば, ｢黒人｣で
あることに気づいたのである｡そして,このことを確信に変えたのが,か
なり不自然な形でMelvilleがLucyを物語に再登場させている事実である｡
pierreのアパートにやってきた時点で, Lucyは, Pierre, Isabelが夫婦で
はなく姉弟であることを知らないので, Isabelを誤魔化してPie汀eのもと
に留まるために, ｢うそ｣をつくことにする｡ Lucyは, Pie汀eと口裏を合
わせて,自分が彼の｢いとこ｣であることにするのだが, 2人は実際に遠
い｢親戚｣であり,彼らの血筋はそれほど離れていないのである｡
Speak　血ou [Pierrel imediately to her [Isabell about me
lLucyl ;thou shaltknow best what to say. Is there not some con-
nection between our families, Pierre? I have heard my mother
sometimes trace such athing out, -some indirect cousinship. If
thou approvest, then, thou shalt say to her, Iamthy cousin,
Pierre; -thy resolved and immovable nun-like cousin l日.i. (361)
Pierre, Lucyは, Pierre, Isabelという姉弟ほどには近しい間柄ではないの
だが,だからといって, ｢赤の他人｣だというほど遠く離れた関係でもな
いのである｡そして, Pierre, hlCyはかつて許婚であったことを考えると,
彼らにとって,近親間での結婚,すなわち｢近親相姦｣,は殊更問題にす
べきものではないらしい｡先に述べたように,貴族が貴族性を保持しよう
とすると,最終的に行きつくところは,やはり｢近親相姦｣なのである｡
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上で引用した, Lucyの手紙で確認しておくべき事実は,少なくとも彼女
に関する限り, ｢近親相姦｣はそれほど大きな問題ではない,ということ
である｡このことを念頭に置いて,物語の結論を読んでみよう｡
"Oh, ye stony roofs, and seven-fold stony skies! -not仇ou
art the murderer, but thy sister hath murdered thee, my brother,
oh my brother!"
At仇ese wailed words血･om Isabel, Lucy shnユnk up like a
scroll, and noiselessly fell at the feet of Pierre. (418)
この場面で初めて, Lucyは, Pierre, Isabelが姉弟であることを知り,そ
の衝撃から気絶してしまうのであるが,ここで注意すべきは,彼女は｢近
親相姦｣には免疫があるのだから, Pierre, Isabelの｢近親相姦｣関係に
衝撃を受けたのではない,ということである｡ここでLucyが気絶をする
のは, Pie汀e, Isabelの関係が｢近親相姦｣であるのみならず, ｢異人種混
交｣でもあることを一瞬にしで悟り,後者の事実に深甚なる恐怖を味わっ
たからなのである｡私がここまでかなりの紙数を費やしてきたことを,彼
女は一瞬にしで悟るのである!すぐれた小説の雄弁に比べると,論文な
どというものは,かように味気ないものなのである｡ hlCyの推論はこう
だ｡もしも, Isabelがまっとうな血筋の姉であれば,その存在は必ずLucy
の耳にも入っていたに違いない｡彼女が知らないPierreの姉ということ
であれば,その姉には｢良からぬ血｣が混じっているに違いなく,それゆ
えにこれまで表沙汰にはなってこなかったのだ,ということである｡Pie汀e
(と彼の父)は｢黒人｣好きなのだ｡だからこそ, Pie汀eは,母親とけん
か別れをして都会に出奔し, "Hymnto the Niger''などというパンフレッ
トを書いている,これまた｢黒人｣好きの男Chadie Mil仙orpeと同じア
パートで暮らしているのだ(369)｡これがLucyの知った真実である｡Pierre
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は,金髪碧眼の彼女ではなく,黒髪黒眼の｢黒人｣ Isabelを,自身の｢欲
望の柑象｣にしたのである｡このことを知ったhlCyは気絶する｡彼女の
気絶は,アメリカにおいては, ｢近親相姦｣よりも｢異人種混交｣のほう
が,はるかに重大なタブーであることを見事に暴きたてているのである｡
前置きが長くなったが, HopkinSは, Pierre, Lucy, Isabelの三角関係に
注目しながら,そこに適宜変更を加えていくことで, Melvilleが提示した
｢アメリカの人種的ヒステリー｣を脱構築しているのである｡すなわち,
Hopkimsによると, ｢近親相姦｣は,やはり人類普遍のタブーであり,こ
れと比べると, ｢異人種混交｣は何でもない,ということである｡ここか
らは,彼女がこの結論をどのように引き出しているのかを見ていくことに
する｡
OfOne Bloodにおける｢三角関係｣は, Reuel, Dianthe, Aubreyの間で
展開されるが,まずは,主人公Reuelの｢人種｣的アイデンティティーの
確認から始めよう｡ Reuelの外見に関するHopkinsの描写は以下のようで
ある｡
No one could fail to noticethe vast breadth of shoulder, the
strong throat that upheld a plain face, the long limbs, the sinewy
hands. His head was血at of an a血lete, wi血close-set ears, and
covered with an abundance of black hair, straight and closely cut,
thick and smooth; the nose wasthe aristocr･atic feature, although
nearly spoiled by broad nostrils, of this remarkable young man;
his skin was white, but ofa tint suggesting olive, an almost sallow
color which is a mayh of strong, melancholic temperaments. (em-
phasis added 443 - 44)
｢白人｣と｢白い黒人｣を見分ける際に,最大の根拠になってきたのが
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｢肌の色｣で,その次にくるのが｢嚢｣である,というのは先述したが,
ここでも,この2つの記述が,他の身体的特徴に比べて,かなり念入りに
行われているのは,大そう興味深い｡特に, ｢肌の色｣に関しては, Isabel
のそれと同じように｢オリーブ｣色をしており,ほとんど｢黄色｣に近い,
と記述されている｡ (｢混血｣の肌色を描写する際に, yellowという形容詞
が使われるのはよくあることであった｡)
Reuelは,自分が｢白い黒人｣であることを認識しているのだが,より
広い勤労機会を求めて, ｢白人｣としてpassingしており,自己のこの｢ル
ーツ｣に関しては,抑圧を決めこんでいる｡ (したがって, Reuelは,後
にTelassarで真の｢ルーツ｣を発見した際,こうした行為を恥じること
になる｡)しかしながら, Reuelは,自分の能力に見合う職を見つけるこ
とができずに,悶々と日々を送っている｡結局,彼が得ることができた唯
一の職は, Aubreyに紹介された｢アフリカ探検隊の医療スタッフ｣とい
うものだけであった｡実は, Aubreyは, Reuelが｢白い黒人｣であるこ
とを見抜いており,おそらくは,学問･恋愛的な｢ねたみ｣から,この情
報を外部に漏らしていたようである｡
Livingston sipped hiswine quiedy, intently watching Reuel's
face. Now he leaned across the table and stretched out his hand
to Briggs; his eyes looked血lll into his. As仇eir hands met in a
close clasp, he whispered a sentence across仇e board. Reuel
started, uttered an exclamation aJldflushed slowly a dark, dull
red.
"How-where-how did you know it?" he stammered.
"I have known it sincejirst we met; but the secret is safe with
me." (emphasis added 480)
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血lbreyは南部(Ⅵrginia)出身の貴族であり,大農園で使役されている｢純
血｣黒人のみならず,屋敷内で使役されている｢混血｣もたくさん見て育
ったので, ｢白人｣と｢白い黒人｣の間の｢カラー･ライン｣を引く達人
である｡ (彼の祖先はみな,性的に奔放であり,奴隷女性にも頻繁に手を
出し, ｢白い黒人｣となる子供をたくさん生みだしていたようだ｡ただ,
正妻の文句を受け入れて,そうした子供のほとんどを｢奴隷｣として売り
飛ばしたのではあるが｡)ここで,彼の発言｢一日見て君が黒人だと分か
った｣というのは,絶対に見逃してはならない記述である｡ ｢白人｣と｢白
い黒人｣の間の｢カラー･ライン｣を引く際に, ｢肌の色｣や｢髪｣が根
拠になるというのは,これまでに確認したが,これらの根拠を絶対的な｢真
理｣にまで高めるのが, ｢アメリカ人ならば,一目見て,それ(隠された
9)
黒人の血)が分かる｣という｢直感｣なのである｡
次に, Dian血eという｢混血｣女性の｢経歴書｣を見てみよう｡彼女が
初めて物語に登場するのは, Reuelのオブセッションとしての｢顔｣とし
てであり,彼のmesmerist的な｢千里眼｣によって,このことが可能に
なる｡
Silhouetted against he background of lowering sky.and waving
branches, he daw distincdy outlined a fair faceframedingolden
hair,with soft brown eyes, deepand earnest-terribly earnest
they seemed just then-rose-血ged baby lips,andanexpression
of wistful entrea灯. 0 how real, how very real didthe passing
shadow appear to me g㍑er! (sic 445)
Reuelは,この顔を見た晩に, Aubreyに誘われて, FiskJubilee singers(黒
人のアカペラ合唱団)の公演を聴きに行き,そこで舞台に立つDian血eを
目にするのである｡ Diantheは金髪で白い肌を持っているが,彼女の｢人
246
種｣的アイデンティティーは,このような形で,初めから読者に明かされ
ているのである｡この晩には, Reuel, Dian也eの問に直接的なやり取りは
一切ないのだが, Reuelにとって, Dian也eは完全なオブセッションにな
っており, Pie汀eがオブセッションとしてIsabelの顔を何度も眼前に描き
出したように, Reuelは,友人たちとの｢肝だめし｣の最中に, Dian也e
の幻を見る｡この幻は, Reuelに, ｢明日助けてくれる｣ように頼んで消
え去り,その言葉通り,翌日, Reuelは,列車事故に巻き込まれ,見た目
は無傷ながらも,すでに死んでしまっているとしか見えないDian仇eに貯
峠することになる｡他の医師たちが死亡宣告を下す中, Reuelは, Dian仇e
は長らく催眠術にかけられており,事故の衝撃で仮死状態に陥っているだ
けだと判断を下す｡ Reuelは,十八番のmesmerismにより, Dian仇eを蘇
生せしめるが,最初の催眠状態が解けてしまったことにより,彼女は,そ
れまでの記憶を完全に失ってしまう｡今や, Dian也eは,自分が｢白い黒
人｣であることを忘れているので,彼女に恋をしたReuelは,双方ともに
passingをしようと,彼女の｢ルーツ｣に関する情報をシャッ　トアウト
しようとする｡ 2人は結婚をするのだが,生活費を稼ぐためにReuelはア
フリカ行きをしぶしぶながら決断し,催眠術によって体力消耗をしている
棄Dian也eを, Aubreyにあずける｡ここまで前半部は, Reuel, Dian仇e
の関係が描写されるが,このあと後半部は, Dian仇e, Aubreyの関係が措
写されていく｡
実は, AubreyもDian也eに恋をしているのだが,彼女に対する影響力
を完全なものにするために,彼はDian也eに,彼女が｢白い黒人｣である
ことを告げ, Reuelがこの事実を知ったならば, Dian也eは捨てられてし
まうだろう,と明かす｡こうして, Di弧也eの｢秘密｣を掘ることにより,
Aubreyは彼女を彼の意のままに操ることができるのである｡さらに,
Aubreyは, Reuelと世間の日をごまかすために, Di弧也eと彼の許婚Molly
Vanceの3人でボート遊びに出かけるが,彼はわざとボートを転覆させ,
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Mollyを川底へ沈め, Diantheも死んだことにして小屋に隠し,全てが片
付いた後,彼女とともに生まれ故郷の南部へと帰っていく｡そこで, Dian-
theは, Aunt Hannahという｢魔術師(voodoo doctor)｣にたまたま出く
わす｡そして, Dian血eは,彼女から衝撃的な事実を知らされる｡ Reuel,
Diantheが兄妹であることのみならず, Aubreyもまた彼らの弟である,
という事実である｡ Aunt Hannahは彼らの祖母であり,彼女の娘Miraこ
そが彼らの母である｡Aubreyだけが白人貴族として育ったのは, Aunt Han-
nahが,生まれてその日に死んだuvingston家の嫡出子と,同じ日にMira
が産んだ非嫡出子のAubreyを取り換えてしまったからである:"So I
changed de babies, an'tol'Marse uvingston dat Mira's boy was de dead
10)
one" (606)｡ Aunt Hannahにより, Aubreyとの結婚が｢近親相姦｣であ
ることを知ったDian仇eは, ｢罪｣を避けるために, Aubreyの水飲みグラ
スに｢毒｣を盛る｡その場面を見ていたAubreyは, Dianmeに｢最後の
1滴｣まで飲み干すように命令し, Dian血eは死んでしまう｡
このDian血eの最期の瞬間は,もっと詳しく分析する必要がある｡当初,
Dian血eは, Reuel, Aubreyとも｢白人｣だと思っており, Aubreyによっ
て彼女が｢黒人｣であることを知らされた後は,彼女とReuel, Aubreyの
関係は｢異人種混交｣になるが, Diantheは,これに関しては,社会通念
上｢罪｣にはあたるが,道徳的な｢罪｣だとまでは考えていない｡もしも,
Dian仇eが｢異人種混交｣を道徳的な｢罪｣だと考えていたならば,早け
れば, Aubreyに彼女の｢人種｣的アイデンティティーを告げられた瞬間
に, Reuelを殺すか,彼女が自殺するか,どちらかの行動に出たはずであ
り,遅くとも, Aubreyの愛人になった瞬間に,彼を殺すか自分が死ぬか
の選択をしたはずである｡しかし,実際に, Dian血eがこのような行動を
起こすのは, ｢異人種混交｣を知った後ではなくて, ｢近親相姦｣を知った
後なのである｡これまでは一貫して｢受け身｣の立場であったDian血eが
初めて積極的に出た行動は,先に述べた｢アメリカのヒステリー｣が｢ヒ
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ステリー｣にすぎないこと, ｢近親相姦｣は, ｢異人種混交｣などとは戟べ
物にならないほど,道徳的に重い｢罪｣なのだ,ということを,私たち読
ll)
者に語りかけているのである｡
Ⅲ.アフリカ系｢アメリカ｣人としてのHopkinsの｢盲点｣
ここまでは,適時的なレベルでの｢間テクスト性｣, Hopkinsがいかに
50年前のテクストを脱構築｢している｣のか,を見てきたが,ここからは,
共時的なそれ,すなわち,作品が書かれた時代状況からOf One Bloodが
いかに脱構築｢される｣のか,を見てみたい｡ Of One Bloodは, Colored
American Magazineに1902年から1903年まで連載されたが,同時代の最も
大きな出来事といえば, 1898年の｢アメリカ･スペイン戦争(Spanish
American War)｣であろう｡それまでは,北米大陸内の膨張主義一辺倒で
あったアメリカが,ついにこの機会でもって,史上初めて, ｢帝国主義｣
国家として,海外植民地経営に乗り出したのである｡帝国主義,とりわけ
アメリカのそれは, ｢カラー･ライン｣を地球規模で引こうとする試みで
もあるのだが,この作業と軌を一にして,アメリカ国内でもそれが形成さ
れつつあったのは本当に興味深い｡奴隷解放以降の白人･黒人間の融和の
試みが完全に頓挫し,その反動として, 1896年のPlessy v. Fey:gusonを皮
切りに,南部ではJim Crowlawsと総称される｢人種隔離｣法案が次々に
可決されていった｡これに加えて,黒人投票権の切り崩し,黒人リンチの
横行,といったものが南部では頻発するようになった(McCartney57-
64)0
｢アメリカ･スペイン戦争｣時の大統領は共和党のWilliamMcmnleyで
あったが,彼と民主党候補者William Jennings Brianの間で戦われた1896
年の選挙戦は大激戦であり,東部資本家の利益を代弁するMcmnleyは,
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あらゆる手段をつくして，大統領の座を勝ち取ろうとした。(例えば，彼
は，史上初めて，この選挙戦に映像メディアを活用したことで知られる。)
選挙戦の最大の焦点になったのが，当時の貨幣制度「金本位制 (goldstan同
d訂d)Jであり， McKinleyはこれを支持したのに対し， Brianは「金銀複
本位制」を支持した。 Brianの支持母体は，主に西部農民であり， ，金本
位制」下では，貨幣に対して商品(農作物)が弱いデフレーション状況が
常であった口この状況では，農民は，借金の返済に苦労したので， ，金銀
複本位制」によって，貨幣を inflateさせることを望んでいた。すなわち，
ここには， ，金地金」の欠乏・枯渇という集団幻想が透けて見えるのだが，
このヒステリーを最も象徴的に表している文学テクストが， Frank N orris 
のMcTeagueである D
McTeagueも，Pierreや01One Bloodと同じく，男女の三角関係
(McTeague， Marcus， Trina)からメイン・プロットが織りなされているO
McTeαgueは，通常， ，自然主義文学」の 1作品としてカテゴライズされ
るが，その根底には，このように極めてアメリカ文学的な「ゴシック」構
造を有しているのである。もちろん，このことは通常の定義と何ら矛盾し
ないo Norris自身の定義によれば， ，自然主義」とは， ，リアリズム」に
(，ゴシック」のような)，ロマンス」をブレンドしたものであるからだ。
そして，McTeagueの結末は，Pierreのそれと同じように，かなり強引に
「とってつけた」感があるのだが，ここにこそ，作者Norrisが同時代の読
書人に投げかける最大のメッセージが隠されているのだ。
これから問題にする結末までの筋を簡単に追っておこう oSan Francisco 
で「もぐり」の歯科医院を経営している McTeagueは，友人Marcusの紹
介でTrinaと知り合い，彼女に恋をする o Marcusも彼女に恋をしている
のだが，彼は McTeagueとの「友情」を優先し， McTeagueはめでたく彼
女と婚約・結婚するO しかし， Trinaが「宝くじ」で5000ドルを手にする
と， MarcusはMcTeagueを妬むようになり，当局に元「親友」を売り渡
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す｡ Marcusの密告により仕事を失ったMcTeagueは,次第に本来の｢獣
性｣に目覚め,酒浸りの自堕落な生活を送るようになる｡ Trinaは極度の
倹約主義に陥り, McTeagueとは別居,金銭への執着心から5000ドルを手
元に保管している｡最後に, McTeagueはTrinaを殺して金を奪い,司法
当局からの追跡をさらって,金鉱から人跡未踏の｢砂漠｣ DeathValleyへ
と逃げる｡翠t念深いMarcusは,ここまで追いかけてくるのだが, ｢金貨｣
を無事に持ち帰るためには,それと｢飲み水｣を載せてある｢ラバ｣を捕
まえなければいけない｡しかし,このラバは毒草を食べ,気がふれてしま
い,捕まえることができない｡のどの渇きにいらだったMarcusは銃でラ
バを撃ち殺すが,ラバは倒れざまに水筒も破壊してしまう｡
Marcus ran on,五ring as he ran. The mule, one foreleg tra払
in雷, scrambled along, squealing and snorting. Marcus丑red his
last shot. The mule pitched forward upon his head, then Toning
sideways, fell uponthe canteen, bursdng it open and spilling its
entire contents into the sand.
Marcus and McTeague ran up,and Marcus snatchedthe bat-
tered canteen五･om under the reeking, bloody hide. There was no
water left. Marcus丑ungthe canteen血･om him and stood up, fac-
ing McTeague. mere was a pause.
`We're dead men," said Marcus. (345)
こうして, 2人は,灼熱地獄の｢砂漠｣から生きて出られなくなるわけだ
が,この期に及んで,彼らは｢金貨｣フ机､ずれの所有物であるのかをめぐ
って争う｡ McTeagueはMarcusを殴り殺すが,気づけば彼と死体は手錠
でがっちりと結びつけられているくだりで,物語は幕を閉じる｡
Walter Benn Michaelsは,この結末に, ｢金地金の消失｣をめぐる当時
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のヒステリーを読み取っている(150)0 彼によると，注目すべきは，
McTeague， Marcusの争いは 2人が対峠した瞬間に起こっているのでな
く，誤って「飲み水」を失ってしまった後にまで引き延ばされている，と
いう点であるO このエピソードの本質が，彼ら(あるいは人類全般)の「食
欲」にあるのだとすれば， r砂漠」の真ん中で出くわすと同時に相争って
いたはずであるが，実際にはそうで、はなかった。よって，このエピソード
の本質は， r食欲」以外に見出さねばならないが，それはまさに「金の消
失に対する不安」に存在する O すなわち， McTeague， Marcusが「飲み水」
を失い退路を断たれてしまうということは，誰もこの「金地金」を本来あ
るべきところに持ち帰ることができず，みすみす土にかえしてしまうこと
になるのである D これにより，農民にとって過酷な「通貨量の減少」がさ
らに加速するのである o McTeagueの舞台は「アメリカ西部(CaHfornia) J 
であり，西部の農民を支持基盤にする同時代の政治家Brianは， r金銀複
本位制」による「通貨量の増大」を目指したが，小説の結末はこの事実と
「合わせ鏡」になっているのである O
このことを念頭に置きつつ，01 One Bloodを読んで、みよう D このテク
ストにおける Hopkinsの主張は，“Inthe heart of A剖cawas a knowledge 
of science that a11吐lewealth and learning of modern times could not emu-
late"であり，これは， Telassarに伝わる過去・現在・未来を見通す秘術
を知ったときのReuelの感慨である (576)0 しかし，同時に，この秘術は
あまりにも突飛でsciencefictionめいているせいであろうが，これ以外の
場面で「アフリカの優越」を提示する際には， r科学的」であるよりは，
むしろ materialisticな説明が好んでなされる。アフリカ優越主義を信奉す
るイギリス人ProfessorStoneの発言はこうである。
“It is undoubtedly廿uethat from its position as the capital of 
Ethiopia and the enterpret of trade between the North and South， 
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between the East and West, Meroe must have held vast treasures.
A飢can caravans poured ivory,frankincense and gold into the city.
My theory is that somewhere under those pyramids we shallfind
invaluable records and immense treasure:'(sic 520)
そもそも,彼を長とする遠征隊には,学者のみならず,芸術家や資本家ま
でも参加しており,彼ら全員に共通する目的は,アフリカ｢砂漠｣地帯で
13)
の宝探しである｡そして,ほとんどのものは地下都市Telassarに入るこ
とができずに,わずかな｢金｣を得ただけにとどまるものの, Charlie,Jim
はその隠し部屋で大量の金銀財宝を発見する: "Near to the丘rst box lay
another, and it lay gold in bars and gold in flakes, [...] a spectacleglori-
ous beyond compare" (589- 90)｡
ここに至って, Of One BloodとMcTeagueの対照は鮮やかである｡ア
メリカの｢砂漠｣では｢金｣が消えつつあるというのに対して,アフリカ
の｢砂漠｣には無尽蔵の｢金｣が眠っているのである｡ Hopkinsと同時代
の｢東部の資本家｣ ｢西部の農民｣双方の利害は,アフリカの｢砂漠｣に
おいて一致するのである｡両者の欲望はアフリカにおいて融合する｡東部
の資本家は輸出によって｢金｣の獲得を目指してきたし,西部の農民は允
換紙幣の｢地金｣を増やし通貨量を増加させることを望んできたのだ｡要
するに,アフリカを,アメリカ帝国主義が目指すべき理想の植民地として
提示することを, Hopkinsはある程度まで意識せざるをえなかったという
ことである｡そのために,物語の結末は, Reuelが王に君臨することによ
って,古代帝国の栄華が蘇ると息巻く側近をよそに,彼自身の気分は,物
語冒頭と変わらず, ｢憂轡｣である｡彼は,地下都市Telassarの外,特に
アメリカを誰よりもよく知るものとして,帝国主義が彼の王国に近づきつ
つあるのを危倶しているのである｡
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He views， too， wi出 seriousapprehension，吐leadvance of 
mighty na甘onspene廿ating出edark， mysterious forests of his na四
世veland. 
明 herewil it stop?" he sadly questions.“What wil the end 
be?" 
But none save Omnipotence can solve the problem. (621) 
McKinleyの帝国主義が， Iアメリカ・スペイン戦争」によって， (南北戦
争以来)分断されていた北部と南部を融合させることに成功したのと同じ
ように， Hopkinsの「捨て身Jの身振りとしての「帝国主義」は，東部と
西部を融合させる可能性を秘めていたのであるO 彼女が「ルーツ」として
のアフリカの優越を喧伝すればするほど，それが「仮想敵」としてのアメ
リカを一層利することになってしまう皮肉は，やはり彼女の同時代人W.
E. B. Du BoisがTheSouls 01 Black Folk (1903)で見事に示してみせた，
アフリカ系アメリカ人の「二重意識 (doubleconsciousness) Jを表してい
るのかもしれない。
N.おわりに
結論では，本論ではうまく扱えなかった 2つのことを指摘するにとどめ
たい。まずは，作者という「個人」は，どのような「共同体Jに向けて，
彼・彼女自身のメッセージを投げかけているのか，という問題がある。例
えば，01 One Bloodの最終段落は， "To our human intelligence"という
文言で始まるが，この場合の「私たち」には，どのような人が含まれてい
るのか，という問題である (621)。この問題は，とりわけ，01 One Blood 
のような黒人作家によって書かれたテクストにおいて，大きな問題となる。
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しかも, Of One Bloodは雑誌での連載であったという事実まで,ここに
16)
はついている｡ Hopkinsの言う｢私たち｣は,彼女と同じ｢アフリカ系ア
メリカ人｣をのみ,その射程に含めているのだろうか｡それとも,もっと
大きな共同体,黒人のみならず白人まで,ある程度はそこに含めているの
だろうか｡もちろん,私の想定している答えは後者であり,このことは本
論である程度説明できていると確信している｡ 1つの証拠として, OfOne
Bloodにおける,白人Charlieと黒人Jimの｢友情｣を挙げておこう｡ Char-
lieは人種差別主義者であり,事あるごとに黒人種の劣等性を言いたてる
が,生命の危機を目の前にして,悟りを開く:`Ⅶere was也e colorline
now? Jim was a brother;the nearness of their desolation inthis uncanny
land, left nothing but a feeling of brotherhood. He feltthen也e truthofthe
words, `Ofone blood have I made all races ofmen'" (590)｡さらに,次の
伝記的事実も証拠となるかもしれない｡ HopkinsはColwed American
Magazineに自らの影響力を行使しながらOfOne Bloodを書きあげるが,
この後,雑誌の編集権限がBooker T. Washingtonに移るにしたがい,級
女は職業作家としての地位を失ってしまう｡悪く言えば｢白人にこびへつ
らう黒人｣の典型であるWashingtonにとって, Hopkinsの書く小説はあ
17)
まりにradicalすぎ,白人･黒人の融和を阻害してしまうものであった｡
もう1つの問題は,アメリカでは｢異人種混交｣が｢近親相姦｣に勝る
タブーである,という白人のヒステリーにまつわるものである｡こう言っ
てしまうと｢みもふたもない｣気もするが, Hopkinsの野心もむなしく,
このヒステリーは, 21世紀に至る今日まで解消されずに,白人の無意識に
とどまり続けているように,私には思われるのである｡ここでは,このヒ
ステリーをMelvilleに読み取ったが,これを最も劇的な形で小説に仕上げ
ているのがWllliam Faulknerであることは言うまでもない｡ Pierreにおい
ては,このヒステリーを示すことが終着点であるのに対し, Absalom, Ab-
salom! (1936)においては,それが出発点に据えられている｡ Faulkner
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は，小説では家族を養うことができずに， Hollywoodで映画脚本を書きな
がら糊口をしのいでいたことは，つとに知られた伝記的事実であるが，そ
の時代の Hollywoodには「異人種混交」に関する倫理規定があったこと
は意外に知られていない。当然，今やそのような時代遅れの規定は存在し
ないが，それで、も，スクリーン上で，黒人男性ヒーローと白人女性ヒロイ
ンが愛で結ぼれることはほとんどといってない。その意味では，Phi1p Roth 
のTheHumαn Stain (2000)が， 2003年に映画化されたことは本当に意義
深い。「異人種混交」のヒステリーは，アメリカの白人にとっては，社会
通念上， I超歴史的」な存在，すなわち「大きな物語」であり続けてきた
ように私は思うのだが，それは， Rothという最後の「作家J，Faulknerの
最良にして最後の後継者が「小説」を書き続けているからである。
Notes 
1)百lomasOttenは，次のように述べている:‘'Takenout of context， these t叫esseem 
li枕lemore出anlate echoes of mid-nineteenth-century American fic甘on，especially the 
work of Poe and Haw仕lOrne[. . .]"(235)。
2 )さらに，同時代的な「血」をめぐる「言説」をも， Hopkinsは「脱構築Jしている。
「語の過剰な反復は，それのconnota世onを引き出す」という Judi出 Butlerをよりど
ころにしながら，Susan Gillmanは， ''The prolifera出gmeanings， particularly Hopkins's 
dizzying sh出sfrom litera1 to figura甘ve‘blood'叩 dback ag討n，destabilize-but do not 
dismantle一白erigidi首esof the term and of出eracist vision it訂甘culates"とまとめて
いる (emphasisadded 76) 0 Gillmanの用語法を見るに，彼女がHopkinsの立ち位置
の「ゆらぎ」を感じ取っているのは明らかである。
3 )例えば， 19世紀アメリカにおける， spiritualismとフェミニズムの関係について，Ann
Braudeは次のようにまとめている。
Spiritualism helped a crucia1 generation of American women find出eirvoice. It 
produced both the first large group of fema1e religious leaders and the宣rstsiz帽
able group of American women to speak in public. Whether one views the me-
dium's voice as inspired by an externa1 intelligence or by some remote region 
of her own mind， the trance state liberated it. (201) 
4)結局のところ， Reuelといえども， mesmerismによって.Dian白eを意のままに操
っているにすぎない，と DebraBernardiは指摘しているが，これはmesmerismの歴
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史的意義を完全に無視した暴論である: "Reuel's invasion and colonizadon of Dianthe
are accomplishedthroughmesmerism,also called animalmagnetism-a practice
predicated onthe idea of `inmlenCe'" (218)o確かに, mesmerismの予備知識がなけ
れば,この小説は,まさに｢かよわき女性を食い物にする悪い男性｣の物語になる
が,そういってしまえば, Hawthorneや反フェミニスト小説771e Bostonians (1886)
を書いたHenryJamesをフェミニストに認定することになってしまう｡
5) Barnum (のサーカス)については, OfOneBloodの中でも言及されている｡
6 )適時的なintertextualityとして, Maria HarriSは, HehodoruSのEthiopicaを取りあ
げている: "BothWritersalso incorporate elementsthat have come to be iden也丘ed
with `romance,'as opposed to `novel'-an aristocratic or royalhero in disguise, tell-
tale birthmarks, Switched identities, and supernaturalevents" (388).一方,共時的な
それとして, Deborah Horvitsは, Charlotte Perkins Gilmanの`vrhe Yellow Wallpaper"
(1892)を取りあげている: "uke Gilman, but in a more complicated manner, Hopkins
invokes hysteria to indict boththe racism andthe misogynythat kill black women art-
ists inAmerica" (256).ただし,後者に関しては, OfOne Bloodは, ｢人種｣問題に
焦点が絞られているテクストであり,ここに｢フェミニズム｣の観点を持ち込むと,
Hopkinsの｢野心｣を正当に評価できなくなる恐れが多分にあるので,注意が必要で
ある｡
7 ) Melvi11eには, "Bartleby,the Scribner: A Story ofWal1 Sb･eet" (1853)という短編
小説もあるが,そこには, Turkey, Nippersとあだ名される, Charles Dickensぼりの
flat characterが登場するo彼らは,午前と午後では勤務態度が180度変わるのだが,
これはまさにMelvilleが同時代的な時間管理に基づく｢労働倫理｣を痛烈に皮肉って
いるのだといえよう｡
8)この事実を鼻も雄弁に例証せしめている文学作品として, EdgarAllanPoeの`′nle
Fall of仇e House of Usher" (1839)を挙げることができよう｡この短編において,
貴族Usher家の最後の生き残りであるRodelick, Madeline兄妹は, ｢純血｣を保持す
るためであろう,屋敷に2人で閉じこもり,最後には一緒に死の床に横たわること
になる｡
9) ｢人種隔離｣政策下にある南部において,法廷で｢カラー･ライン｣を策定する
機会は多々あったのだが,その際に,証人の無謬性を支える最大の根拠こそ, ｢南部
人なら,黒人を見れば,いくらそいつの見た目が自人的であっても,すぐにそれと
分かる｣という｢直感｣であった: "Most Americans are sure they know race when也ey
see it I‥.】" (Pascoe 111)0
10) MarkTwain, Pudd'nhead mlson (1894)ぼりの｢嬰児取り換え｣を行うAunt Hannah
に,強烈な皮肉を読み取っているShawnSalⅤmtの指摘は面白い｡南部貴族Livingston
家の現当主Aubreyは, (｢純血｣を破る｢異人種混交｣を犯しているつもりでいて,)
｢純血｣を守る｢近親相姦｣を知らず知らずのうちに犯してしまっているのである(663
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-64)。
11) Hazel Carbyは， Hopkinsを「理想主義者」だと断言するが，この文脈においては，
私も Carbyの見解に全面的に同意する(161)。
12) M訂伽 Japtokは， Hopkinsのこうした言い回しのなかに，彼女の「限界」を見て
とっている。彼女の試みは，帝国主義とそれを支える「進化論」的思考における，
白人・黒人というこ項の優劣関係を置き換えているだけで，こうした「パラダイムj
自体を突き崩す試みはなされていないのである (412)。
13)ここで少々「言葉遊び」に興じておくと， Professor Stoneという名前は，おそら
く， Rosetta Stoneに由来するのであろう。また，フランス語pierreの意味は， I石
(stone) Jである。
14)北部と南部の和解を印象づけるために， McKinleyがとったポーズについては， Har-
ilaos Stecopoulosを参照のこと(18-22)。
15) Eric Sundquistは， Hopkinsが小説家としてのキャリアを通じて DuBoisを意識し
ていた，と指摘している:“InHopkins's syncretic conception， the race leader-her 
hero is not unlike Du Bois himself， who had already appeared in vague五c世onalform 
in Hopkins's major novel， Contending Forces (1900) -is distinctly assimilated and bour司
geois (and‘white')" (569)。
16)ここで私が意識しているのは， Benedict Andersonの「想像の共同体(ima，副nedcom司
munities)Jである。Andersonによると，近代国民国家体制下における， weで名指
される同族意識の誕生は， IGutenberg革命jによる印刷物の大量生産・「同時」消費
と無縁ではないのだが，とりわけ，この誕生に貢献してきたのが日刊「新聞」であ
る:“Theobsolescence of the newspaper on the morrow of its prin出19[. . .]nonethe-
less， for just this reason， creates this ex廿aordinarγmassceremony: the almost pre-
cisely simultaneous consumption (‘imagining') of出enewspaper岡部品ction"(35)。
17) Hopkinsの失職の経緯については， Elizabeth Anlmonsを参照のこと (85)。
Works Cited 
Anlmons， Elizabeth. Conjlicting Stories: American Women Writers at the Turn into the 
Twentieth Centuη1. New York: Oxford UP， 1992. Print. 
Anderson， Benedict. Imagined Communities: Rejlections on the Origin and Spread 01 Na-
tionalism. London: Verso， 1983. Print. 
Bernardi， Debra.“N訂rativesof Domestic Imperialism:τbe A剖can・AmericanHome in 
the Colored American Mα~gazine and the Novels of Pauline Hopkins， 1900-1903." Sepa-
rate Spheres No More: Gender Conve1宮encein American Liter，αture， 1830.同1930.Ed. 
Monika M. Elbert. Tuscaloosa: U of Alabama P， 2000. 203同24.Print.
Braude， Ann. Radical Spirits: Spiritualism and Women's RighぉinNineteenth同Century
America. Boston: Beacon， 1989. Print. 
258
Carby, Hazel V. Reconstructing Womanhood: The Emergence of the Abc-American Woman
Novelist. New York: Oxford UP, 1987. Print.
Gillman, Susan. "Pauline Hopkins and　the Occult: AfricaJl-American Revisions of
NineteenthCentury SciencesJ'ALH. 8.1 (1996): 57-82. JSTOR. Web. ll Nov. 2009.
Harris, Maria. "Not Blackand/orWhite: Reading RacialDifEerence in HeliodoruS's
Ethiopicaand Pauline Hopkins's Of One Blood." AAH. 35.3 (2001): 375-90. JSTOR.
Web. ll Nov. 2009.
Hopkins, Pauline. The Magazine Nove由of Pauline I:IoPkins. Ed. Hazel V. Carby. New
York: 0Xbrd UP, 1988. PIint.
Horvits, Deboral1. "Hysteria and Trauma in Pauline Hopkins'Of One Blood,･ Or, the Hid-
den Self." AAR. 33.2 (1999): 245160. JSTOR. Web. ll Nov. 2009.
Irwin, John T. American Hieroglyphics: 71he Symbol of the勧tian meroglyi)hics in the
American Renaissance. New Haven: Yale UP, 1980. Print.
Japtok, Mardn. "Pauline Hopkins's Of One Blood, A飢ca, and the `Darwinist Trap."'AAR.
36.3 (2002): 403-15. JSTOR. Web. ll Nov. 2009.
McCarbey, Paul T. Power and Progress: American National Identity, the War of 1898,
and the Rise of American Imperialism. Baton Rouge: Louisiana State UP, 2006, Print.
Melville, Herman. Pierre; or, 771e Ambiguities. Ed. HarriSon Hayfor°. New York: Lib. of
America, 1984. Print.
Michaels, Waiter Benn. 771e Gold Standwd and the Logic of Naturalism: American Litera-
ture at the Turn of the Centu7y. Berkeley: U of California P, 1987. Print.
NorriS, Frank. McTeague. New York: Signet, 2003. Print.
Otten, Thomas J. "Pauline Hopkinsandthe Hidden Self of Race." ELH. 59.1 (1992): 227-
56. JSTOR. Web. ll Nov. 2009.
Pascoe, Peggy. m2at Comes Naturally: Miscegenation Law and the Making of Race in
America. Oxford: Oxford UP, 2009. Print.
Salvant, Shawn. "Pauline Hopkins and the End of Incest." AAR. 42.3-4 (2008): 659-77.
Print.
Stecopoulos, Harilaos, Reconstructing the World: Southern Fictions and U.S. ImPerialisms,
1898-1976. Ithaca: Cornell UP, 2008. Print.
Sundquist, Erie J. To Wake the Nations: Race in the Making of American Literature. Cam-
bridge: Harvard UP, 1993, Print.
